
Mon Tue Wed Thu Fri Sat

1時限 
9:00 -10:30

Freshman 
EnglishⅠ(CK) 総合英語Ⅰ (a)

2時限
10:40-12:10 中国語基礎Ⅰ(a) 日中関係論Ⅰ 中国社会事情Ⅰ 中国語基礎Ⅰ(a)

3時限
13:10-14:40 中国語基礎Ⅰ(b) 中国語基礎Ⅰ(b) Freshman 

EnglishⅠ(CK)

4時限
14:50-16:20 キャリア開発 中国語基礎Ⅰ(a) 中国語基礎Ⅰ(a)

5時限
16:30-18:00

オンデマンド：◆  基礎演習Ⅰ　■ アジア研究入門

実用中国語を学び、
中国と日本の懸け橋となれる人材をめざす

　世界における中国のプレゼンスは各方面でますます高まっています。
ビジネス面では世界中から多くの企業が中国に進出しています。日本
企業が海外に有する拠点もその約 4 割が中国にあります。日本社会
が中国語のスキルをもつ人材を必要としています。ここ数年はコロナ
禍にあり、日本へ観光などで訪れる人は減っていますが、中国との経
済的関係はさらに深まっていくでしょう。中国語のスキルを身につけ
れば、さまざまな方面で活躍ができるのです。

「実践的な中国語」は、まず発音から
　中国語上達のポイントは発音にあります。漢字を使うため習得がし
やすそうに感じるかもしれませんが、中国語には日本語にない発音が多く、

発音で苦労する人が多いのです。そのため発音の基礎から徹底的に
学べるようにカリキュラムを組んでいます。きれいな発音を習得すれ
ば、それが自信となり、さらなる勉学へのモチベーションが高まります。
こうして学んだ実践的な中国語は、皆さんが社会で活躍するための即
戦力となるでしょう。

世界に影響を与える中国を学ぶ
　中国と日本は古くから深いつながりがあります。文化に始まり、政治
や思想も中国から伝わりました。そして現在はビジネスやITも中国が
世界に影響を与えています。中国の今を理解することで、世界の動き
もわかり、広い視野と考える力が身につきます。

外国語学部

中文
アジア言語学科  中国語専攻

CHINESE MAJOR / DEPARTMENT OF ASIAN LANGUAGES

必修・選択必修   ●＝地域言語科目   ▲＝英語科目   ■＝研究科目   ◯＝演習科目

Mon Tue Wed Thu Fri Sat

1時限 
9:00 -10:30

2時限
10:40-12:10 中国政治外交論Ⅰ 海外華人論Ⅰ 中国語通訳法Ⅰ

3時限
13:10-14:40 中国文学講読Ⅰ メディア文化論Ⅰ 中国語討論・

スピーチⅠ

English for 
Multicultural 
Communication

中国経済研究Ⅰ

4時限
14:50-16:20

English for 
Multicultural 
Communication

応用演習

5時限
16:30-18:00

必修・選択必修   ●＝地域言語科目   ▲＝英語科目   ■＝研究科目   ◆＝基盤教育科目
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　1・2年次、週6回の中国語必修科目はクラスに分
かれて授業が行われ、クラスごとに指定された時間
に受講します。1年次は発音練習を徹底し、中国語
の基礎を身につけていきます。
　中国語の背景にある歴史、社会、政治、文化など
さまざまな側面を学ぶ学科・専攻指定研究科目の
中には、1年次から履修可能なものもあるため、「中
国社会事情」「日中関係論」などを学ぶことで、中国
に対する理解も深まり、語学学習に相乗効果をもた
らすでしょう。
　英語必修科目は、他言語専攻の学生と混合クラ
スで、週3 回行われます。

▶１年次（前期）

　3・4年次は実践（討論、スピーチ、時事、翻訳等）
と研究（文法論、音声学、政治外交等）がメインにな
ります。
　中国語の選択必修科目は「中国文学講読」「時事中
国語」「中国語討論・スピーチ」の３分野の中から10 
単位を履修します。
　研究科目もより高度な内容となり、中国のニュース
や映像・資料を教材として使い、リアルタイムに中国
の実情を理解します。
　英語必修科目「English for Multicultural Communi-
cation」は、他言語専攻の学生と混合クラスで、週2
回行われます。

▶３年次（前期）

中国語専攻モデルカリキュラム

中国語だけではなく
英語も話せるようになりますか？Q
中国語専攻でも、「Freshman English」など、英語の必修授業があります。
また、SALCやELIラウンジなど英語学習のための施設を利用しながら、
英語の力を養うことができます。A

4 年間の勉強で、
中国語はどのくらいできるようになりますか？Q
新HSK筆記5級・口頭試験高級（TOEIC® L&Rテスト800点に相当）を
めざします。詳細は技能別語学到達目標の表をご確認ください。A

中国語専攻でも、
英語圏に留学することは可能ですか？Q
可能です。4年間で卒業したい場合は、留学時期と期間について考慮が
必要です。A

あなたのギモンを解決 Q&A

必修科目と選択必修科目
（）内は単位数

基盤教育科目（6）は必修科目、学科・専攻指定研究科目（24）は必修・選択必修科目、演習科目（4）は選択必修科目として履修する。

必修

英語科目

Freshman EnglishⅠ・Ⅱ（CK)（4）
総合英語Ⅰ・Ⅱ（2）

4年次1年次

地域
言語
科目

必修

選択
必修

─中国語基礎Ⅰ・Ⅱ（12） 中国語基礎Ⅲ・Ⅳ（12）

─

2年次 3年次

時事英語Ⅰ・Ⅱ（各2）  ビジネス英語Ⅰ・Ⅱ（各2）　Effective Language Learning Course １・２（各1）
Effective Learning Module1・2（各1）  TOEIC® 500演習（1）  TOEIC® 600演習（1）  TOEIC® 700演習（1）  

TOEIC® 800演習（2） TOEIC® 900演習（2）  検定試験（英語）（2～ 6）から2単位

選択
必修

Sophomore EnglishⅠ・Ⅱ（CK）（4）
総合英語 Ⅲ・Ⅳ（2）

─
卒業までに下記から3分野・10単位を履修
中国文学講読Ⅰ～Ⅳ  時事中国語Ⅰ～Ⅳ

中国語討論・スピーチⅠ～Ⅳ

English for Multicultural Communication（8）

技能別語学到達目標 

注：HSKとは、中国政府教育部（日本の文部科学省に相当）が公認する中国語能力試験「漢語水平考試」（Hanyu Shuiping Kaoshi）の頭文字をとった略称。
国家漢弁（中国国家漢語国際推進事務室）が主催し、中国語を母語としない中国語学習者のために世界規模で行われている。

書く

検定等

理解する

話す

読む

聞く

やり取り

発表

中国語

・ 新聞・雑誌や文学作品などを読み、大意を理解することができる。
・ 図表や説明文などを読み、必要な情報を得たり、概要や要点を理解することができる。

・ 具体的な話題のやや複雑なテキストや、抽象的な話題について、主要な内容を聞き取り、理解することができる。
・ 映画やテレビドラマの内容を聞き取り、おおよそ理解することができる。

・ 自分が想定していない状況においても、相手の協力を得られれば、ある程度創造的なやり取りができる。

・ 自分の身の回りのことや関心のあることについて、ある程度まとまった文章を書くことができる。
・ さまざまな事象について多面的、かつより正確で適切に書くことができる。

・ HSK筆記5 級・口頭試験高級を目指す
・ CEFR B2-C1レベル相当

・ 自分の身の回りのことや関心のあることについて、事前に準備をすればスムーズにプレゼンテーションやスピーチができる。

語学以外にどのようなことが学べますか？Q
A

各学科・専攻独自の研究科目が設置されており、「中国経済概論」「中国
現代文学研究」「中国政治外交研究」「日中関係論」「中国文化研究」等の
中国語専攻の指定研究科目のほか、コミュニケーション、文化・芸術、国際・
法律、政治経済・地域社会系科目などを受講することができます。
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